
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カット用紙をタイミングよく送る給紙装置であって、
　第一用紙駆動装置と、
　前記第一 駆動装置に隣接する第二 駆動装置であって、用紙が前記第一 駆動
装置から送られ、次いで前記第二 駆動装置で制御されるようにされたものと、
　前記第二 駆動装置に隣接し、コピー用紙をプロセス経路の中に順次送るタイミング
機構とからなり、
　前記第二 駆動装置が、 用紙を前記タイミング機構の方へ確実に運

用紙に対してスリップ
１番目の用紙がプロセス経路の中に正しいタ

イミングで送られるようにする給紙装置。
【請求項２】
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用紙 用紙 用紙
用紙

用紙

用紙 １番目の び、その
後、２番目の用紙を前記タイミング機構の方へ運んでいる間は、前記第二用紙駆動装置は
前記１番目の し、そして、前記２番目の用紙が前記タイミング機構
に到達する前に前記タイミング機構によって

前記第一用紙駆動装置が、駆動ロールと、この駆動ロールの周面に接触して駆動ニップ
を形成する部材とを含み、

前記第二用紙駆動装置が、用紙の第一面と接触し用紙を前記タイミング機構の方へ摩擦
で搬送する搬送ベルトと、用紙が前記搬送ベルトとの接触状態を維持するために前記搬送
ベルトに接触するアイドラーとを含み、
　前記タイミング機構が、第二駆動ロールと、この第二駆動ロールの周面に接触して駆動



【請求項３】

。
【請求項４】
　

　

【請求項５】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、概して用紙搬送装置に関するもので、特に、同じ印刷装置の中の片面用紙の通
常の印刷（片面印刷）と完全に互換性を保つと同時に、比較的簡単で安価な機械用紙経路
改造を行なって両面コピー用紙を間隔を更に詰め、連続的に印刷するようにスキップされ
る印刷機のピッチを減らし、複数ページの丁合ジョブの両面印刷をより効率的に行なうこ
とができるバッファーループ（エンドレスループ）両面用経路を備えた両面（両側に印刷
）コピー用紙の印刷用のシステムに関するものである。
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ニップを形成し、この駆動ニップが用紙を捕捉しその場所に止めるようにするための部材
と、前記第二駆動ロールを用紙に対して正しい時に作動させる作動機構とを含む請求項１
に記載の給紙装置。

　所定の用紙印刷速度を有し、用紙の第一面に画像を有する用紙をプロセス経路の出力部
分からこのプロセス経路に戻すように搬送して用紙の第二面に第二の画像を転写するため
の無トレイの高生産性の両面用経路を有する、用紙の両面に印刷画像形成データを印刷す
る両面モードでコピー用紙が選択的に印刷される電子写真印刷機であって、
　用紙印刷速度より速い速度で作動するプロセス経路の出力部に隣接する第一用紙駆動装
置と、
　前記第一用紙駆動装置に隣接する第二用紙駆動装置であって、用紙印刷速度とほぼ同じ
速度で作動し、コピー用紙がプロセス経路から両面用経路に加速されて送られ、次いで前
記第二用紙駆動装置で制御されるようにされたものと、
　前記第二用紙駆動装置に隣接し、コピー用紙を両面印刷を完了するための転写部へのプ
ロセス経路の中に順次送るタイミング機構とからなり、
　前記第二用紙駆動装置が、１番目の用紙を前記タイミング機構の方へ確実に運び、その
後、２番目の用紙を前記タイミング機構の方へ運んでいる間は、前記第二用紙駆動装置は
前記１番目の用紙に対してスリップし、そして、前記２番目の用紙が前記タイミング機構
に到達する前に前記タイミング機構によって１番目の用紙がプロセス経路の中に正しいタ
イミングで送られるようにする電子写真印刷機

前記第一用紙駆動装置が、駆動ロールと、この駆動ロールの周面に接触して駆動ニップ
を形成する部材とを含み、

前記第二用紙駆動装置が、用紙の第一面と接触し用紙を前記タイミング機構の方へ摩擦
で搬送する搬送ベルトと、用紙が前記搬送ベルトとの接触状態を維持するために前記搬送
ベルトに接触するアイドラーとを含み、
　前記タイミング機構が、第二駆動ロールと、この第二駆動ロールの周面に接触して駆動
ニップを形成し、この駆動ニップが用紙を捕捉しその場所に止めるようにするための部材
と、前記第二駆動ロールを用紙に対して正しい時に作動させる作動機構とを含む請求項３
に記載の電子写真印刷機。

　両面用ループを使用する両面印刷のための方法であって、
　プロセス経路から出た第一面に画像を有する１番目の用紙を両面用経路ループの中に加
速して供給するステップと、
　１番目の用紙をプロセス経路に戻すためにタイミング機構に搬送するステップと、
　１番目の用紙をタイミング機構に捕捉した状態でこの１番目の用紙を搬送機構に対して
スリップさせている間に、２番目の用紙をタイミング機構の方へ搬送機構により確実に送
るステップと、
　２番目の用紙がタイミング機構に到着する前に１番目の用紙をプロセス経路に再挿入す
るステップと
からなる方法。



【０００２】
【従来の技術】
コピー用紙の両面に入力ページ画像形成や印刷（両面印刷）が行なわれる印刷機械では、
一定のコピー出力と出来るだけ高い機械生産性を維持するために感光体の上の利用可能な
画像形成パネルあるいはピッチスペースをなるべく詰めて使用するようにすることが重要
である。小型の安価な印刷機にも無トレイ両面用バッファー・ループ技術を使用する両面
印刷システムを利用するのが望ましい。従来の中間用紙スタッキング両面用バッファー・
トレイとその再分離フィーダを無くすことで用紙ジャムが無くなり、それに関してジャム
・クリアの必要がなくなる。用紙フィーダ／分離ハードウェアが必要なくなり、そのため
のスペースが必要無くなる他、用紙スタッカー、端ジョガー、セット分離装置、ベイル・
バー、異なる寸法の用紙のためのトレイ端ガイド・リセット手段などの関連ハードウェア
が必要無くなる。機械がジャムした時に未完成の両面コピー用紙を廃棄することにより起
こる用紙の無駄も無トレイ両面印刷アプローチでは最少化される。
【０００３】
従って、コピー用紙の丁合は出力側で行なわれるが、印刷機が望ましい順番でコピー用紙
のもう片方の面をコピーするためにコピー用紙を反転させて転写部へ戻すための時間を通
常待たない（コピー・ピッチを１回あるいは複数回スキップしない）システムを提供する
のが望ましい。
【０００４】
本発明の種々の側面に関して次のような開示が行なわれている。
【０００５】
米国特許第５，３３７，１３５号は、可変経路速度の両面用ループ付の高生産性無トレイ
両面印刷機を有する印刷システムを開示している。両面用経路には、ピッチ・スキップを
回避するよう、少なくとも２種類の給紙速度で両面用経路用紙フィーダーの主要部分を駆
動するための可変速度両面用駆動が付いている。
【０００６】
米国特許第５，１８４，１８５号は、両面印刷のために両面用用紙経路からの印刷コピー
用紙の出力中に自然に存在する隙間が選択的に内部セット間隔ピッチ・スキップと統合さ
れ、実際に計画しなくてはいけないピッチ・スキップの数は最少化しながらも印刷コピー
用紙の各セット間に適切なセット間隙間ができるようにする印刷機を開示している。
【０００７】
米国特許第５，１５９，３９５号は、二重モード両面印刷システムの中のコピー用紙のス
ケジューリング方法を開示しており、そこでスケジューリングは選択的に第一か第二のモ
ードのいずれかで実行され、この第一モードでは印刷するべきコピー用紙の各セットに関
して、コピー用紙は各連続出力コピー用紙間でピッチのスキップなしに連続してコピー用
紙経路から出力され、第二のモードでは印刷されるコピー用紙の各セットに関して、コピ
ー用紙はコピー用紙経路から連続出力コピー用紙の少なくとも一部にピッチ・スキップを
入れて出力される。第二モードでは、画像形成装置から第一モードの場合よりも低い頻度
でコピー用紙は出力されることになる。
【０００８】
米国特許第５，０９５，３４２号は、エンドレス両面用用紙経路ループを有する画像形成
システムでの用紙のスケジューリングの方法について開示している。この方法では、画像
形成するべきコピー用紙を連続的に両面用ループにセットやジョブ境界に関係なく間にピ
ッチ・スキップを入れずに挿入する。後続のセットやジョブの両面印刷の片面を前のセッ
トやジョブの両面印刷の片面の用紙ストリームの隙間を埋めるのに使用する。
【０００９】
米国特許第４，９１８，４９０号は、ページの昇順に印刷機に電子的にセットされた電子
的並べ変え可能ぺージ画像の複数ページのジョブ・セットから両面コピー用紙を丁合いさ
れたセットで印刷するシステムを開示している。ジョブ・セットは、ページ画像が受信さ
れるにつれ連続的に電子的にバッチに分割され、連続バッチはページ番号昇順にページ画
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像を含み、各バッチは無トレイ両面用経路の約２倍のコピー用紙の長さの少数のページ画
像を含み、各バッチ内のページ画像を並べ直して両面用バッファー・ループを使用して丁
合両面印刷を行なう。コピー用紙は１度に１つのバッチづつ印刷され、コピー用紙の１つ
のバッチの片面印刷に交互のページの１ページ画像形成バッチを付け、次に同じバッチの
残りのページ画像をもう一方の面に他のバッチからのページ画像を印刷する前に印刷し、
後続のバッチに関してもこのプロセスを連続的に繰り返して複数ページのジョブセットの
丁合いのとれた両面コピーセットを作る。
【００１０】
米国特許第４，６６０，９６３号は、複写プロセッサーと一緒に使用する間隔除去両面モ
ジュールを開示しているが、これには両面コピー・バッファー・トレイすなわち用紙トレ
イとして利用される第一のトレイと補助用紙トレイとして使用される第二のトレイの２つ
の用紙トレイを含む。同モジュールの中に入る用紙は、両面コピー・バッファー・トレイ
か、コピー用紙を直接プロセッサーに送り戻す無トレイ経路のいずれかに送られる。作成
するコピー数によりコピー用紙を無トレイ経路の方に送り、無トレイ経路を効率的に使用
する両面モジュールの作動方法が説明されている。それに応じて、任意の印刷ランでコピ
ー用紙は両面トレイか無トレイ経路のいずれかに送られる。
【００１１】
米国特許第４，５１９，７００号は、用紙の位置が感知され、用紙位置が感光体部の画像
位置と比較され、それに合うようにする画像転写装置のタイミング機構を開示している。
用紙は位置合わせされ、タイミングが合わされた形で画像転写部に送られる。
【００１２】
米国特許第４，４５９，０１３号は、選択的自動用紙反転機能付の両面あるいは片面文書
用紙の選択的自動再循環的丁合いコピーを行なう文書ハンドリング・システムを使用し、
丁合いされたコピーセットとして両面あるいは片面原稿文書セットのコピーを行なうため
のコピー・システムを開示している。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　本発明の１つの側面として、カット用紙をタイミングよく送る給紙装置が提供される。
この装置は、第一用紙駆動装置と、第一 駆動装置に隣接する第二 駆動装置であっ
て、用紙が第一 駆動装置から送られ、次いで第二 駆動装置で制御されるようにさ
れたものと、第二 駆動装置に隣接し、コピー用紙をプロセス経路の中に順次送るタイ
ミング機構とからなり、第二 駆動装置が、 用紙を前記タイミング機構の方へ
確実に運

用紙に対してスリップ
１番目の用紙がプロセス経路の中に正しいタイミング

で送られるようにする。
【００１４】
　本発明のもう１つの側面として、所定の用紙印刷速度を有し、用紙の第一面に画像を有
する用紙をプロセス経路の出力部分からこのプロセス経路に戻すように搬送して用紙の第
二面に第二の画像を転写するための無トレイの高生産性の両面用経路を有する、用紙の両
面に印刷画像形成データを印刷する両面モードでコピー用紙が選択的に印刷される電子写
真印刷機が提供される。両面経路は、用紙印刷速度よりかなり速い速度で作動するプロセ
ス経路の出力部に隣接する第一用紙駆動装置と、第一 駆動装置に隣接する第二 駆
動装置であって、用紙印刷速度とほぼ同じ速度で作動し、コピー用紙がプロセス経路から
両面用経路に加速されて送られ、次いで第二 駆動 で制御されるようにされたもの
と 第二 駆動装置に隣接し、コピー用紙を両面印刷を完了するための転写部へのプロ
セス経路の中に順次送るタイミング機構 第二 駆動装置が
、 用紙をタイミング機構の方へ確実に運

用紙に対してスリップ
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用紙 用紙
用紙 用紙

用紙
用紙 １番目の

び、その後、２番目の用紙をタイミング機構の方へ運んでいる間は、第二用紙駆
動装置は１番目の し、そして、２番目の用紙がタイミング機構に到
達する前にタイミング機構によって

用紙 用紙

用紙 装置
、 用紙

とからなっている。そして、 用紙
１番目の び、その後、２番目の用紙をタイミング

機構の方へ運んでいる間は、第二用紙駆動装置は１番目の し、そし
て、２番目の用紙がタイミング機構に到達する前にタイミング機構によって１番目の用紙



ものも提供される。
【００１５】
　本発明のさらにもう１つの側面として、両面用ループを使用する両面印刷のための方法
が提供される。この方法は、プロセス経路から出た第一面に画像を有する１番目の用紙を
両面用経路ループの中に加速して供給するステップと、１番目の用紙をプロセス経路に戻
すためにタイミング に搬送するステップと、

ステップと、２番目の用紙がタイミング
機構に到着する前に１番目の用紙をプロセス経路に再挿入するステップとからなっている
。
【００１６】
【発明の実施の形態】
図１を参照すると、参照番号２８で全体的に示されたラスター入力スキャナー（ＲＩＳ）
の上の文書処理装置２７の中に原稿文書が置かれている。ＲＩＳは文書照射ランプ、光学
装置、機械的走査駆動、電荷結合素子（ＣＣＤ）アレイを含む。ＲＩＳは原稿文書全体を
捕捉し、これをいくつものラスター走査線に変換する。この情報は下記に説明するラスタ
ー出力スキャナー（ＲＯＳ）を制御する電子サブシステム（ＥＳＳ）に伝送される。
【００１７】
図１は図の形で光導電性ベルト１０を一般的に使用する電子写真印刷機械を示している。
光導電性ベルト１０は接地層にコーティングされた光導電性材料からできていて、この接
地層はカーリング防止裏引き層にコーティングされている。ベルト１０は矢印１３の方向
に動き、連続部分が移動の経路に沿って配置された各種処理部を通るようにする。ベルト
１０は剥離ローラ１４、テンション・ローラ１６そして駆動ローラ２０の周りにかけられ
ている。ローラ２０が回転すると、これはベルト１０を矢印１３の方向に進める。
【００１８】
最初、光導電性表面の一部分が帯電部Ａを通過する。帯電部Ａでは、全体的に参照番号２
２で示されたコロナ発生装置が光導電性ベルト１０を比較的高いほぼ均一な電位に帯電さ
せる。
【００１９】
露光部Ｂでは、参照番号２９で全体的に示された制御装置または電子サブシステム（ＥＳ
Ｓ）が希望の出力画像の画像信号を受信し、これらの信号を処理し、画像の連続階調ある
いはグレイスケール再現に変換し、これが参照番号３０で全体的に示される例えばラスタ
ー出力スキャナー（ＲＯＳ）などの変調出力ジェネレータに送られる。できれば、ＥＳＳ
２９は独立した専用ミニコンピュータであるのが望ましい。ＥＳＳ２９に伝送される画像
信号は上述のようにＲＩＳから発信させてもよいし、コンピュータから発信させてもよい
ので、電子写真印刷機は１台あるいは複数台のコンピュータ用の遠隔印刷機として利用す
ることもできる。あるいは、印刷機を高速コンピュータの専用印刷機として利用すること
もできる。印刷機で印刷しようとする連続階調画像に対応するＥＳＳ２９からの信号はＲ
ＯＳ３０に伝送される。ＲＯＳ３０は回転多角形ミラーブロック付のレーザを含んでいる
。できれば、９面の多角形を使用するのが望ましい。ＲＯＳは１インチあたり約３００画
素以上の解像度で光導電性ベルト１０の帯電部を照射する。ＲＯＳは光導電性ベルトを露
光し、ＥＳＳ２９から受信した連続階調画像に対応する静電潜像をその上に記録する。あ
るいは、ＲＯＳ３０はラスター毎に光導電性ベルト１０の帯電部を照射するように並べら
れた発光ダイオード（ＬＥＤ）のリニアアレイを使用することもできる。
【００２０】
静電潜像が光導電性面１２に記録された後、ベルト１０は潜像を現像部Ｃに進め、ここで
液体あるいは乾燥粉末の形をしたトナーが一般的に知られた技術で静電気的に潜像に引き
付けられる。潜像はトナー粉末をキャリヤ細粒から引き付け、その上にトナー粉末像を形
成する。連続的に静電潜像が現像されると、トナー粉末が現像剤から消耗される。参照番
号４４で全体的に示されたトナー粉末ディスペンサーはトナー粉末を現像装置３８の現像
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がプロセス経路の中に正しいタイミングで送られるようにする

機構 １番目の用紙をタイミング機構に捕捉し
た状態でこの１番目の用紙を搬送機構に対してスリップさせている間に、２番目の用紙を
タイミング機構の方へ搬送機構により確実に送る



剤容器４６に送る。
【００２１】
続けて図１を参照すると静電潜像が現像された後で、ベルト１０の上にあるトナー粉末像
は転写部Ｄに進む。印刷用紙４８も給紙装置５０によって転写部Ｄに進められる。できれ
ば、給紙装置５０はスタック５４の一番上の用紙に接触するフィードロール５２を含んで
いるのが望ましい。フィードロール５２は回転しながらスタック５４から一番上の用紙を
垂直搬送手段５６の中に進める。垂直搬送手段５６は前進してくるサポート材の用紙４８
をレジストレーション搬送手段５７そして画像転写部Ｄの方に送り、光導電性ベルト１０
からの画像がタイミングのとれた順番に受け取られるようにし、その上に形成されたトナ
ー粉末画像が転写部Ｄで前進してくる用紙４８と接触するようにする。転写部Ｄは用紙４
８の裏側にイオンを噴射するコロナ生成装置５８を含む。これが光導電性面１２から用紙
４８の方にトナー粉末画像を引き付ける。転写の後、用紙４８は用紙４８を定着部Ｆに進
めるベルト搬送手段６２により、矢印６０の方向に移動を続ける。
【００２２】
定着部Ｆは転写されたトナー粉末画像をコピー用紙に永久的に定着させる参照番号７０で
全体的に示された定着アセンブリを含む。できれば、定着アセンブリ７０は加熱定着ロー
ラ７２と圧力ローラ７４を含み、コピー用紙の上の粉末画像は定着ローラ７２と接触して
いるのが望ましい。圧力ローラは定着ローラに対してカム駆動されていて、トナー粉末画
像をコピー用紙に付けるのに必要な圧力を加えるようになっている。定着ローラは内部的
に石英ランプ（図示されていない）で加熱される。容器（図示されていない）に入れられ
た剥離剤は計量ロール（図示されていない）に押し出される。トリムブレード（図示され
ていない）が余分な剥離剤を除去する。剥離剤はドナーロール（図示されていない）、そ
して定着ロール７２へと移る。
【００２３】
用紙は次に画像が用紙に永久的に定着、融着される定着部７０を通過する。定着部７０を
通過した後で、ゲート８０は用紙が出力部１６を通りフィニシャーやスタッカーに直接送
られるようにするか、用紙を逸らせて両面用経路１００の方に、具体的には、まず片面用
紙インバーター８２に送るようにする。すなわち、用紙が片面印刷の場合、あるいは第一
面と第二面の両方に画像が形成され終わった両面コピー用紙なら、用紙はゲート８０を通
過して直接出力部１６に送られる。用紙は両面印刷指定になっているが、第一面にしか印
刷されていない場合はゲート８０は用紙をインバータ８２の中そして両面用ループ経路１
００の中に入るよう反らせ、そこでこの用紙は下記に詳述するよう反転され加速ニップ１
０２とベルト搬送手段１１０の方へ送られて、転写部Ｄと定着部７０の方へ戻され、両面
用紙の裏側に第二面の画像が転写され永久的に定着されてから排出経路１６を経由して排
出される。
【００２４】
印刷用紙がベルト１０の光導電性表面１２から離された後、光導電性表面１２に付着した
残留トナー／現像剤や紙繊維粒子はクリーニング部Ｅで除去される。クリーニング部Ｅは
回転できる形で搭載され光導電性表面１２と接触し紙繊維を除去するための繊維ブラシと
転写されなかったトナー粉末を除去するクリーニング・ブレードを含んでいる。用途に応
じて、このブレードはワイパーあるいはドクター位置に配置される。クリーニングの後、
放電ランプ（図示されていない）が光導電性表面１２を明るく照射し、次の連続画像形成
サイクルに向けてそれを帯電する前にその上の残留静電荷を消散させる。
【００２５】
各種機械機能が制御装置２９で制御される。制御装置はここで前述した機械機能すべてを
制御するプログラム可能マイクロプロセッサーであるのが望ましい。制御装置はコピー用
紙、再循環される文書の数、オペレータが選定したコピー用紙の数、時間遅延、ジャム修
正等の比較カウントを行なう。これまで記述した典型的システム全体の制御はオペレータ
が指定する印刷機械のコンソールから従来の制御スイッチ入力で行なうことができる。従
来の用紙経路センサーやスイッチを文書やコピー用紙の位置を追跡するのに使用すること
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ができる。
【００２６】
次に図２を参照すると、本発明の高生産性両面用経路１００の詳細立面図が掲載されてい
る。両面用経路は駆動ロール１０６とアイドラー・ロール１０４から構成されるアクセレ
レーション駆動ニップ１０２を含み、これが用紙をプロセス経路から両面用経路の中へ印
刷機械のプロセス速度よりかなり速い速度で送る。用紙は次に両面用経路の中へ移動し、
そこでベルト搬送手段１１０で加速ニップから再タイミング合わせ（ｒｅｔｉｍｅ）ニッ
プ１２０へ送られる。用紙が加速ニップから再タイミング合わせニップに移動するにつれ
ベルト搬送手段１１０に用紙が常に接触する状態を保つよう経路に沿ってバイアスされた
ロード・セル１３０が配置されている。ロードセルは用紙の前回画像形成された第一面と
接触する自由に回転するボール１３２あるいはアイドラーである。ロードセル１３０は重
り１３４あるいはバネによってバイアスされており、アイドラー端１３２はベルト搬送手
段１１０のベルト部１１２と接触するようになっている。ベルト搬送手段１１０はこれか
ら画像形成を行なうべき用紙の未だブランクの第二面と接触する。用紙が再タイミング合
わせニップ１２０に到着すると、これはそこで止められるが、ベルト搬送手段１１０はそ
のまま用紙を駆動続けるが、用紙の裏側に対してスリップする。ロードセル１３０は用紙
が前回画像形成された第一面を傷つけられたり汚されたりすることなく止まることを可能
にする。
【００２７】
一方、両面印刷の２番目の用紙が加速ニップ１０２により、プロセス経路から両面用経路
のベルト搬送手段１１０の中へ加速され送られる。２番目の用紙が再タイミング合わせニ
ップ１２０に近づくと再タイミング合わせニップが機械制御装置２９の制御のもとクラッ
チ機構１２２によって始動され、１番目の用紙を転写部Ｄの先のプロセス経路の中へ送り
戻し、用紙の第二面に両面画像が転写されるようにする。次に第２番目の用紙が両面印刷
のために適切な時間、再タイミング合わせニップ１２０で止められる。このようにして、
両面用経路の中のスリップ搬送手段は片面コピー用紙が、両面コピーする２番目の後続の
用紙が同じルートを辿る間にもプロセス経路から送り出され、加速され、そしてタイミン
グを合わせるの目的のために止めることを可能にして、両面コピーが最大の生産性で実行
されるようにする。用紙は次に間に挟む形でプロセス経路に再挿入されるか、あるいは第
一面に画像が転写された他の用紙と一緒に挿入する。このようにして、各用紙の第二面の
コピーのために両面用経路の中で遅延のために感光体の上でピッチをスキップする必要が
なくなる。
【００２８】
ベルト搬送手段がコピー用紙の裏側に対してスリップできるので、本発明の結果、複雑な
可変速度両面用経路が必要なくなる。プロセス経路から用紙を両面用経路の方に加速した
形で送り、そこで用紙がプロセス速度とほぼ同じ速度に減速され、止められ、第二面の画
像を続けて転写するためにプロセス経路にタイミングよく戻されるように両面印刷する用
紙の間に間隔を置く加速ニップを余分に１つ置くだけでよい。スリップ機構のために、第
二番目の用紙をプロセス経路の中から両面用経路へと加速した形で送りながらも再タイミ
ング合わせニップで用紙を１枚止められる。２番目の用紙は両面用経路で再タイミング合
わせニップの方に送られ、１番目の用紙がプロセス経路に戻された後、そこで止められる
。
【００２９】
ここでは本発明を無トレイ両面用ループを考えながら説明しているが、用紙をタイミング
を考えながら送る必要のある任意の給紙システムでこの搬送手段を利用することができる
のが明らかである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のエンドレス・ループ両面用経路の１つの例の立面図である。これは典
型的な両面印刷機の一部として示されている。
【図２】　図１の両面用経路を切り離して見た図である。
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【符号の説明】
１０…光導電性ベルト、１２…光導電性表面、１３…矢印、１４…剥離ローラ、１６…テ
ンション・ローラ、２０…駆動ローラ、２２…コロナ発生装置、２７…文書処理装置、２
８…ラスター入力スキャナー（ＲＩＳ）、２９…電子サブシステム（ＥＳＳ）、３０…ラ
スター出力スキャナー（ＲＯＳ）、３８…現像装置、４４…トナー粉末ディスペンサー、
４６…現像剤容器、４８…印刷用紙、５０…給紙装置、５２…フィードロール、５４…ス
タック、５６…垂直搬送手段、５７…レジストレーション搬送手段、５８…コロナ生成装
置、６０…矢印、６２…ベルト搬送手段、７０…定着アセンブリ、７２…加熱定着ローラ
、７４…圧力ローラ、８０…ゲート、８２…インバーター、１００…両面用経路、１０２
…加速ニップ、１０４…アイドラー・ロール、１０６…駆動ロール、１１０…ベルト搬送
手段、１１２…ベルト部、１２０…再タイミング合わせニップ、１２２…クラッチ機構、
１３０…ロード・セル、１３２…アイドラー端、１３４…重り、Ａ…帯電部、Ｂ…露光部
、Ｃ…現像部、Ｄ…転写部、Ｅ…クリーニング部、Ｆ…定着部
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